
エデュケーターの養成課程と国家資格

エミリー・プランタン

一般社団法人 
国際こども家庭福祉研究所



1年生 論理1450時間　すべて筆記試験あり

実習2100時間



2年生



3年生

社会的連帯経済＝利益の最大化よりも人や社会を重視する経済の考え方



国家試験

8分野について3年にわたり

養成校内で知らない先生と実務者の2人の試験官と

おこなう

試験を落とすと1年やり直すことになる



関係性を築く

自分の捉え方から距離をおき、相手を理解する

状況に応じて専門職としての姿勢を適応させる

関係性の中での自分の立ち位置を問い直す

情報収集の結果を共有する

自分の行動の意味を明確に説明する

一人ひとりの個性を尊重して迎え入れ、観察し、傾聴する

ニーズを理解するために情報を収集する

相手を関係性の主役として尊重し、主役として活動をおこなえるよう支える

第三者としての役割を果たす

関わりの枠組みを設定し、それを維持する

相手が表現し、自分のために行動する力を支える

教育的活動を発展させるダイナミクスを生み出す

ニーズや目標に応じたアクションを実施する

日常生活に教育的な側面を持たせる

プライバシーのニーズを尊重し、それを守る

予期せぬ状況に対応する

グループ内のコミュニケーションを促進する

集団の枠組みと個人を尊重しながら、グループ活動を運営・調整する



自らの実践について批判的な分析を深められる

自身の専門的実践を振り返り、専門職としての姿勢を確立する

専門的知識を発展させ、共有する

審査員の前で自分を適切に表現できる（明確に話し、専門用語を用い、観察や考察を論理的に説明する）

専門職としての実践を、適切な場や機会において共有する

専門的知識について外国語で説明する



・第三者に伝達可能な文書を作成する

・情報を整理・要約・分析する

・受け手にとって有用で不可欠な情報を選び、提示する

・法的枠組みを遵守して情報を伝える

・本人に対して、その情報の利用目的や扱いを保証する

・相手に応じて情報の伝え方を調整する

・期待した効果と実際の効果を比較する

・対話を生み出し、議論を促し、思考を深め続ける力

・他者とのやり取りに開かれた姿勢（応答性・柔軟性）を持てている

利用者の意見を聞き、プロジェクトを一緒に準備する

利用者が参加できる状況を整える

利用者の活動の価値を認める

相手の状況に合ったコミュニケーション方法を使う

表現する空間をつくる

自分が実施するアクションの意味を説明する

社会的教育的プロジェクトを立ち上げる

個々の能力を見出し引き出す

自らのアクションを機関と自身のプロジェクトの中に位置づける

チームの戦略に参加する



地域のアクターたちの能力を知り生かす

自らのプロジェクトを他のアクターたちに知らせる

連携機関同士の協力関係を円滑にする

自身の活動をもとに観察や分析や論点を共有する

利用者が会議などの際に自分のニーズが表現できるよう支える

状況についての分析が共有されるよう貢献する

自身の職業実践について批判的な分析をすることができる

外国語で自身の職業実践を説明することができる



現
状
の
課
題

教育的評価�GEP�Groupe�d’évaluation�pédagogique
3年間を通じて15-18⼈のグループで⽉1回3時間時間をとる
個別⾯談は別に年4時間ずつと、実習訪問を2年次に2.5時間
指導担当(教員または実務者)はグループと個⼈の成⻑をサポートする
⽬的は仲間内で実践の共有、情報交換、プロジェクトに関する意⾒交換、経験について
話し合い意⾒を⾔い合うための場です
専⾨職としての姿勢と⽂化を育てます
年度の始めに個⼈⾯談をおこない養成期間中のそれぞれの⽬的を確認し、毎学年の終わ
りにも⾯談をおこなう。もちろん難しさがあるときは適宜⾯談をおこなう。
担当指導者は⽣徒それぞれの実習時間が国家資格に必要な時間数を満たしているか確認
する。



現
状
の
課
題

実践分析�GAP�Groupe�d’analyse�de�pratiques
⽉1回15⼈程度の⼩グループで⾃⾝の実践を分析する
専⾨性を⾼めるためのツールであり、特に思考⼒、教育的アクションにおいて知識を整理し実
現することを⽬指す
社会内での⽀配的な物の⾒⽅を再検討し、逆転移がないか気をつけ、関係性における感情の
調整をおこなう
実践分析が習慣となることで⾃分の⾔動を客観的に分析し思考することが可能になり⾃ら実
践を省み修正を試みることを⾝につけられる

共同プロジェクト
困難を乗り越えて共通の⽬的を実現することを学ぶ



現
状
の
課
題

実習についての授業�stage
実習現場の観察、分析する能⼒。機関の教育プロジェクトに対しどのような具体的アクティビ
ティがおこなわれているか。状況の発展に合わせて教育内容を適合させていくということ。社
会、経済的環境と個⼈やグループのおかれている状況を関連させて理解することができる。
⾃⾝の教育的プロジェクトを実現できる。機関内外のリソースを動員し、家族の役割を引き出
し、困難を予測して備え、アクションを状況に合わせて調整し、プロジェクトを発展させる。
利⽤者とともにプロジェクトを構築する。社会的教育的プロジェクトをともにつくり、実⾏し、
評価する。
TEDI� �Travail �d’équipe�dynamique�institutionnelle
機関のプロジェクトに関連するプロジェクトを利⽤者とともに企画、実⾏し、結果とチームワー
クとしての協働について評価する。協働にあたっての課題と機関のダイナミズムについて整理
する
アクションの⼀貫性をチームとして保証する。
DAPTP��Dossier�d’Analyse�Problématique�Territorial �ou�Partenariale
アクターの動員、連携先との関係性の構築と関係性のケア
⾃⾝の実践を発展させるための情報収集⼒と必要な研修を⾒つける⼒
実践経験を基本的⼈権の尊重のための社会政策の評価へつなげる⼒



現
状
の
課
題

医療社会機関ISS
実践を発展させるために情報収集し、必要な研修を⾒つけて受ける
実践知を発展させ、共有する
現場経験を社会政策の評価に⽣かし、⼈権が守られる状況をつくる
エデュケーターとして活動する児童保護、障害、⼼理的健康、予防、社会参加の分野を
理解する
専⾨職としての疑問を育てる
社会的アルバイト、路上エデュケーター、感覚に関する障害、⼥性への暴⼒、児童保
護、緊急⼀時保護施設。現場へ出向き情報収集する

試験での視点
選ばれたテーマを理解するのに適した質問ができる
得た情報を整理して伝えることができる
グループのダイナミズム(適切な量と内容発⾔できる)
チームワークにコミットすることについて記述(⽴ち位置、コミット、役割など)



現
状
の
課
題

卒業論⽂�mémoire
2年⽣より研究対象を構築し、実習先で観察をおこない、理論と実践の関連性の考察を深め
る。テーマは⾃⾝の実践と直接関連するものとする。
論⽂をまとめるにあたってのリソースとなる⼈材が割り当てられる。
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